
４年「工業情報数理」シラバス 

 

１．学習の到達目標 

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解し、情報技術に関する知識と技術

を習得する。工業の各分野において、情報および情報手段を主体的に活用する能力と態

度を身につける。 

 

２．学習の評価 

評 価 の

観 点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 価 の

規 準 

情報技術に関する基

礎的な知識と技術を理

解し、情報技術を利用し

た情報の収集・処理・活

用のために必要な技術

を身につけている。 

諸問題の解決をめざ

してみずから思考を深

め、問題解決方法を適切

に判断する能力を身に

着けており、情報技術を

活用して情報を処理・表

現することができる。 

 

情報技術に関する基礎

的な知識と技術に関心

を持ち、その習得に向け

て意欲的に取り組むと

ともに、実際に活用しよ

うとする創造的・実践的

な態度を身に着けてい

る。 

評 価 の

方 法 

授業態度、ワークシートから学習の取り組み状況、課題などの提出状況、考

査などを総合的に判断して評価します。 

 

３．教科からのメッセージ 

この科目では、『産業社会と情報技術』、『コンピュータの基本操作とソフトウェア』、『プ

ログラミング』、『ハードウェア』、『ネットワーク』、『コンピュータによる制御』、『数理

処理』、などの学習を通して、文章や情報を正確に読み解き、対話する力、科学的に思考・

吟味し活用する力、価値を見つけ、生みだす感性と力、好奇心・探求心などの向上を目

指します。 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 工業情報数理 ２ 3・4 C・D 必修 工業情報数理 実教出版 



４年「工業情報数理」シラバス 

年間指導計画  科目名 工業情報数理  ２ 単位   ４ 学年 

学 

期 
月 

学習項目 

（単元・考査等） 
主な学習内容 

 

前

期 

 ４ 

 

 ５ 

 

６ 

 

７ 

 

９ 

 
産業社会と情報技術 
 
 
 
 
 
 
コンピュータの基本操

作とソフトウェア 

 

 

プログラミング 

 

 

１ 情報と生活 

２ 情報化社会の光と影 

３ コンピュータの特徴 

４ 情報化の進展と産業社会 

５ 情報化モラルと管理 

６ 情報セキュリティの管理 

７ 問題の発見・解決と情報技術の活用 

  

１ コンピュータの基本操作 

２ ソフトウェアの基礎 

３ アプリケーションソフトウェア 

 

１ プログラム言語 

２ プログラムのつくり方 

３ アルゴリズムと流れ図 

４ プログラミングの基礎 

５ 順次処理 

６ 選択処理 

７ 繰返し処理 

８ プログラミングの活用 

 

 

後

期 

10 

 

11 

 

12 

 

 

１ 

ハードウェア 

 

 

ネットワーク 

 

数理処理 

 

１ 処理装置と周辺装置 

２ データの表し方 

３ 論理回路の基礎 

 

 

１ コンピュータネットワーク 

２ ネットワークの通信技術 

 

 

１ 単位と数理処理 

２ 実験と数理処理 

３ モデル化とシミュレーション 

 

 


